
　
嶋
貫
本
家
は
、
上
杉
藩
の
家
臣
と
し
て

福
島
に
移
り
住
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
先
祖
は
、
江
戸
時
代
奥
州
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
瀬
上
で
金
融
業

を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
商
家
造
り
の
母
屋

（
明
治
32
年
起
工
・
同
40
年
完
成
）
と
、
お

客
様
を
も
て
な
す
部
屋
と
し
て
建
て
増
し

た
と
い
う
数
寄
屋
造
り
の
離
れ
（
大
正
2

年
増
築
）
は
、
ど
ち
ら
も
総
二
階
建
て
で

秋
田
杉
や
黒
柿
な
ど
の
銘
木
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
40
帖
の
大
広
間
、
格
式
高
い
格

天
井
、
美
し
い
筬
欄
間
、
し
っ
く
い
の
レ

リ
ー
フ
で
仕
上
げ
た
洋
間
の
天
井
飾
り
な

ど
、
高
い
技
術
と
セ
ン
ス
に
脱
帽
で
す
。

慶
弔
の
象
徴
「
松
竹
梅
」
や
不
老
長
寿

の
実
「
桃
」、火
伏
祈
念
の
「
猪
の
目
（
懸

魚
）」
な
ど
、
家
族
を
思
う
あ
る
じ
と
職

人
の
粋
な
遊
び
心
を
伺
い
知
れ
る
箇
所
が

随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
自
分
の
目
で
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
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昭
和
２
年
の
建
築
で
、
戦
時
中
は
日
本
銀
行
福
島
支
店

の
寄
宿
舎
と
し
て
使
わ
れ
、
戦
後
は
進
駐
軍
の
接
収
も
経

験
し
ま
し
た
。
外
観
は
、寄
棟
の
赤
瓦
。
杉
板
の
下
見
張
り
。

部
屋
は
和
室
８
、
洋
間
３
、
計
11
あ
り
、
使
わ
れ
て
い
る

木
材
は
全
て
建
築
当
時
の
も
の
で
す
。
例
え
ば
、
二
間
続

き
の
和
室
の
鴨
居
や
長
押
、柱
は
青
森
ヒ
バ
で
す
。茶
室
は
、

杉
の
一
枚
板
を
使
っ
た
鏡
天
井
。
横
組
引
き
分
け
猫
間
障

子
を
開
け
て
眺
め
る
庭
も
趣
が
あ
り
ま
す
。
阿
武
隈
川
と

弁
天
山
を
京
都
の
鴨
川
と
東
山
に
見
立
て
た
と
い
う
雅
な

風
情
に
し
ば
し
酔
い
し
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
15
代
目
が
庄
屋
屋
敷
と
し
て
江
戸
中
期
に
建
築
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
屋
門
（
正
門
）
の
手
前
に
め
ぐ

ら
せ
た
堀
は
、
大
正
時
代
の
築
造
で
木
の
根
1
本
も
通
さ

な
い
〝
亀
甲
石
積
〞
で
す
。
旧
佐
久
間
邸
の
特
徴
は
、
玄

関
で
、
家
人
用
の
玄
関
の
ほ
か
に
、
貴
賓
を
迎
え
る
〝
式

台
玄
関
〞
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
囲
炉
裏
の
間
と
座
敷
と

床
の
高
さ
も
異
な
り
、
家
族
間
で
も
優
位
が
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
三
間
続
き
の
和
室
、
黒
柿
の
障
子

戸
、
大
黒
柱
、
帯
戸
、
土
間
な
ど
、
建
物
内
部
は
懐
か
し

さ
と
温
も
り
に
あ
ふ
れ
郷
愁
を
誘
い
ま
す
。

　
国
指
定
重
要
文
化
財
の
芝
居
小
屋
は
、
全
国
に
６
棟
し

か
な
い
貴
重
な
建
造
物
で
す
。
明
治
20
年
（
推
定
）
に
梁

川
村
（
現
在
の
伊
達
市
）
で
有
志
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、

平
成
６
年
に
移
築
・
復
原
さ
れ
ま
し
た
。
舞
台
中
央
は
、

回
り
舞
台
で
床
下
に
奈
落
が
あ
り
花
道
、ぶ
ど
う
棚
、ち
ょ

ぼ
席
な
ど
当
時
の
芝
居
小
屋
と
し
て
必
要
な
も
の
を
備
え

て
い
ま
す
。
回
り
舞
台
は
、
手
押
し
式
で
大
人
４
人
く
ら

い
で
軽
や
か
に
回
り
ま
す
。
舞
台
の
裏
手
に
あ
る
楽
屋
の

板
壁
に
は
、
当
時
の
役
者
た
ち
の
サ
イ
ン
や
落
書
き
が
多

数
残
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
民
家
園
に
は
、
年
月
を
し

の
ば
せ
る
建
物
が
数
多
く
移
築
し
て
あ
り
ま
す
。

瀬
上 

嶋
貫
本
家
住
宅

御倉邸

家
族
を
思
う
あ
る
じ
の
心
と
職
人
の
粋
に
触
れ
る

京
都
の
名
所 

鴨
川
と
東
山
に
見
立
て
た
雅
な
風
情
に
酔
う

旧佐久間邸
信
夫
の
里
で
も
最
も
古
い
民
家
が
伝
え
る
歴
史

旧広瀬座
役
者
と
観
客
の
距
離
が
近
い
芝
居
小
屋

国
登
録
有
形
文
化
財

旧日本銀行福島支店長役宅

国指定重要文化財
福島市
民家園

き
っ
こ
う
い
し
づ
み

よ
せ
む
ね

な
げ
し

い

ろ

り

お
び
　ど

お
さ
ら
ん
　ま

く
ろ 

が
き

い

め

※
１
し
き

※
２

※
３

※
４

だ
い
げ
ん
か
ん

※1式台玄関…長式台とは玄関先に設けた板敷きの部分。武家屋敷を訪問した客人が地面に下りることなく籠に乗り入れできる
※2花道…舞台の下手から桟敷席の前を通り鳥屋に通じる通路　※3ぶどう棚…竹で編んだ格子状の天井。桜吹雪や紙吹雪を散らすことができる。
※4ちょぼ席…義太夫語りの居るところ

し
ま

お

きゅう さ く ま

きゅう ひろ せ ざ

てい

りゅうびんおもて

せいおう　ぼ

もん

ぺり

ぐら てい

ぬ
き

ほ
ん

じ
ゅ
う

た
く

け

当時としてはモダンな洋間（2階）は、趣向を凝らした造りと調度品があるじの
こだわりを感じさせます 細部にもこだわったレトロな

照明

階段を上がると広がる大広間は、厳選した銘木をぜいたくに使った歴史と格式を感じる造り

二間続きの和室から望む日本庭園が原風景を感じさせる

旧広瀬座では毎年、芝居小屋としての公演事業を
行っています

手押しで動く回り舞台

貴賓を迎える式台玄関
式台玄関の柱
に施された“根
継ぎ”に注目。
“四方鎌”という
見 事な仕 事を
見ることができ
ます

家族の健康を思い薬医門に載
せた「桃」。桃は中国の“西王母”

（女神）が持つ不老長寿の実

目の太い畳“龍鬢表”に“紋
縁”を付け座敷に風格を与
えている

旧奥州街道沿いに建つ嶋貫本家

115

126

N

さ
く

ら
橋

仁井田橋

東
北

自
動

車
道

荒 川

須川福島市
老人福祉
センター

福島市
老人福祉
センター あらかわ

クリーン
センター

あらかわ
クリーン
センター

福島県
ハイテクプラザ
福島県
ハイテクプラザ

西部勤労者
研修センター
西部勤労者
研修センター

佐倉
工業
団地

福島西IC福島西IC

旧佐久間邸

PP

4

197

155
353

387

N

東
福
島
駅

東
北

本
線 旧

奥
州

街
道

阿武隈急行

東
北

新
幹

線
瀬上小瀬上小

北信中北信中

福島学院大学福島学院大学

福島県
教育センター
福島県
教育センター

福島東
郵便局
福島東
郵便局

瀬上
嶋貫本家

PP

福島学院前駅福島学院前駅

4

13福島駅

148

N
阿
武
隈
川

荒川

天神橋

大
仏
橋

東
北
本
線

東
北
新
幹
線

平和通り

信
夫
橋

あ
づ

ま
橋

PP

県庁県庁

福島
警察署
福島
警察署

福島
第一小
福島
第一小

杉妻
会館
杉妻
会館

御倉邸

子どもの夢を
育む施設
こむこむ

子どもの夢を
育む施設
こむこむ

115

5
N

荒川
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

日
ノ
倉
橋

荒川橋

サイクル
スポーツ広場
サイクル
スポーツ広場

あづま
総合体育館
あづま
総合体育館

あ
づ
ま

総
合
運
動
公
園

あづま球場あづま球場

西支所西支所

荒井小荒井小

南東北　
福島病院
南東北　
福島病院

西信中西信中
福島市民家園

PP

木陰広場木陰広場

PP
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